
日本語文型の構文論

川 口 義 一

1文 型 の 構 文 論 的 レベ ル

日本 語 教 育 に使 われ る文 型 は・ 日本 語 の構 文 の基 本 的 な単 位 を と りだ し

た も ので あ る1)・ 例 えば,ふ た つ の動 作 が平 行 して行 われ る こ とを表 す ～

ナ ガ ラの 文 型(後 述 の逆 接 の ナ ガ ラ と区別 す る た め に 「ナ ガ ラ1文 型 」 と呼

ぶ 〉は,

(1)メ モ ヲ ト リナ ガ ラ聞 キ取 り試 験 ヲ受 ケ タ ノ デ ヨク デ キ タ.

とい う文 の構 文 上 の一 要 素 とな っ て い る・ 一 般 的 に,文 は複 数 の この よ う

な要 素 の集 合 体 で あ っ て,例 文(1)に もナ ガ ラ1と ノ デ の文 型 が は い っ て い

るが,こ れ らの文 型 同士 は・ そ の構 文 論 上 の性 格 に相 違 が あ る,例 えば ・

ノデ の直 前 の動 詞 は例 文(1〉 の よ うに過 去 形 に して も,下 記 例 文(2)の よ

うに現 在 形 に して も,文 法 的 に は問 題 が な い.

(2)メ モ ヲ ト リナ ガ ラ聞 キ取 り試 験 ヲ受 ケル ノ デ イ ツ モ ヨク デ キ ル,

しか し,ナ ガ デ 文 型 の直 前 の動 詞 は 過 去形 も 現 在形 と して の 終 止 形 も と

れ ず,必 ず 音 便 形 で な い連 用 形 で な けれ ば な らな い・ ま た,ナ ガ ラ1文 型 の

直 前 の動 詞 は,否 定 形 に なれ な い点 で もノ デ文 型 と異 っ て い る・ 一 方,逆

接 を表 す ナ ガ ラ2文 型 は,前 接 の 動 詞 が否 定 の形 式 を とっ て い て もか ま わ

な い.

(3)ス ベ テ ヲ聞 キ取 ル コ トハ デ キ ナ イナ ガ ラ,デ キ ル ダ ケ メ モ ヲ トッ

タ.
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レかし,ナ ガ ヂ も前 接 の動 詞 を 過 去 形 に す る こ とが で きな い点 で ノ デ と

性格 を異 にす る・

以上 の よ うに,ナ ガ ラ1・ ナ ガ ラ2・ ノ デ の各 文 型 は,そ れ にふ くまれ る

動詞が とり うる形 式 が ちが って い る・ つ ま り,そ れ ぞれ の文 型 内 にふ くむ

ことので きる情 報 の 内 容 が ち が って くるわ けで あ る,

この事情 を動詞 以外 の 文 要 素 を使 って 検 討 して み よ う・ まず,例 文(1〉

に学生 タチハ とい う提 題 成 分 をい れ て み る よ う.

(1γ 学 生 タチ ハ,メ モ ヲ ト リナ ガ ラ聞 キ取 リ試 験 ヲ ウケ タ ノ デ,ヨ ク

デキタ.

この提題 成 分 は,従 属 文 メモ ヲ トル ・試 験 ヲ ウ ケ ル の両 方 に主 格 の情 報

を与えなが ら,主 文 の ヨ クデ キ タ に も主 格 の情 報 を与 え て お り,そ の作 用

が文末 まで及 ん で い る こ とが わ か る・ す な わ ち,ナ ガ ラ1文 型 も提 題 成 分

を各々 の文型 内 に 含 ん で お くこ とは で きな い の で あ る・ ナ ガ ラ2文 型 もま

た同様 で ある こ とは,例 文(3yで わ か る で あ ろ う.

(3γ 学 生 タ チハ,ス ベ テ ヲ 聞 キ トル コ トハ デ キ ナ イ ナ ガ ラ,デ キル ダ

ケメモ ヲ トヅタ.

一方(1)に 主 格 成 分 学 生 タ チ ガ を い れ る と,

(D7'学 生 タチ ガ メモ ヲ トリナ ガ ラ聞 キ取 リ試 験 ヲ ウケ タ ノ デ・ ヨ クデ

キタ,

とな り,学 生 タ チ は メ モ ヲ トル と試験 ヲ ウケ タの 主 格 で あ る と解 釈 で きて

も,ヨ クデ キ タの 主格 とは解 釈 で きな い ・ こ の よ うに,ナ ガ ラ1文 型 で は,

主格成分 を文 型 内 に含 ん で お くこ と がで きな いが,ノ デ文 型 で は それ が可

能である・ ナ ガ ラ2文 型 の 例 文(3)に は1そ の ま ま学 生 タ チ ガが いれ られ な

いので,次 の よ うな文 に して み よ う・

(4)学 生 タチ ヴ スベ テ ヲ聞 キ取 ル コ トガ デ キナ イ ナ ガ ラ・ デ キ ル ダ ケ

メモ ヲ トッ タ コ目トハ ホ メ ラ レテ ヨイ,

する と,主 格 成 分 につ いて は,ナ ガ ラ2文 型 もナ ガ ラ1文 型 と同様 に含 み こ

んでお くカ が な い こ とが わ か る.
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次 に,助 動 詞 に つ い て 考 えて み よ 弘 様 態 の 助動 詞 ソ ウ ダは,ナ ガ ラ1文

型 に は お さ ま らず,ナ ガ ラ2・ ノ デ の各 文 型 内 にお さ ま り うる.

(5)簡 単 二 聞 キ取 レ ソ ウデ ア リナ ガ ラ,ナ カ ナ カ正 確 二聞 キ取 レナ イ,

(6)簡 単 二 聞 キ取 レ ソ ウナ ノ デ,デ ィク テ ー シ ョ ンヲ シ テ ミタ.

しか し,推 量 の助 動 詞 マ イ は,上 記 み っつ の ど の文 型 内 に もお さ ま らな い,

も し,理 由 を表 す従 属 文 中 で マ イ を使 い た けれ ば,次 の よ うに しな け れ ば

な らな い,

(7).簡 単 ニハ 聞 キ ト レル マイ カ ラ,何 回 力聞 カ セ テ ミル ツモ リダ.

以 上 の よ うに・ ナ ガ ラ1・ ナ ガ ラ翫 ノデ の各 文 型 は,そ れ ぞ れ の 文 型 内

に含 む こ とので き る情 報 内 容 が動 詞 の形 式(否 定形 を とれ るか,過 去 形 を

とれ るか)に つ い て だ け で な く,名 詞 句や 助 動 詞 に つ い て も異 な って い る.

更 に,文 型 同 士 の 関 係 を見 て み よ う・ 例 文(1)で は,ナ ガ ラ【文 型 が ノ

デ文 型 の一 部 に な って い る こ とが わ か る・ 一 方,ナ ガ ヂ 文型 は ノ デ 文 型

の 中 に お さま る こ とは な い.

(8)ス ベ テ ヲ聞 キ取 ル コ トハ デ キ ナ イ ナ ガ ラデ キ ル ダ ケ メ モ ヲ トッタ

ノ デ,聞 キ取 リ試 験 ガ ヨク デ キ タ,

例 文(8)で は,ナ ガ ラ2文 型 は ノデ 文 型 と 同 じ資 格 で 並 列 的 に ヨ ク デ キ タ

に関係 して い る の で あ って,ナ ガ ラ1文 型 の よ うに ノ デ文 型 内 の一 部 に は

な って い な い,ま た,例 文(9)の よ うな 文 が 文 法 的 に可能 で あ る と こ ろ か

ら見 て,ナ ガ ラ もノ デ も カ ラ文 型 の一 部 に は な り うる、

(9)ス ベ テ ヲ聞 キ取 ル コ トハ デ キナ イ ナ ガ ラデ キ ル ダ ケ メモ ヲ トッ タ

ノ デ,聞 キ取 リ試 験 ガ ヨ クデ キ タノ ダ カ ラ,今 後 モ メモハ トル ベ キ ダ

ロ ウ,

この よ うに,い ろ い ろ な文 型 は,そ れ ぞ れ に含 み うる文 要 素 を異 に しな が

ら,お 互 い に含 み 含 まれ,時 に は同 等 に並 び 立 つ とい う関 係 に な って い る

こ とがわ か る・ 言 いか えれ ば 、 これ らの 文 型 は,構 文 論 的 にそ の属 す る レ

ベ ル が異 って お り,そ の レベ ル に許 され る文 要 素 を含 み な が らよ り高 次 の

レベ ル の 文 型 内 に取 りこま れ,複 雑 な 文型 の組 み合 わ せ を形 づ くって い る
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のだ と言 え よ う,

この よ うな観 点 か ら 日本 語 の構 文 をAか らDま で の 四段 階 の レベ ル の

組み合わ せ と して 分 析 した研 究 に は,一 連 の南 不 二 男 の論 文2)が あ る・ 小

論は,南 論 文 の構 文 論 が 語 学 教 育 の見 地 か ら見 て も多 くの示 唆 を与 え て い

るとい う観 点 か ら,南 論 文 の 分 類 法 に ヒ ン トを得 て,日 本 語 教 育 の初 級 段

階で扱 われ てい る主 要 な 文 型 をそ の構 文 論 的 特 徴 か ら分 類 しよ う とい う試

みである・ 分 析 にあ た って は,南 論 文 で と りあ げて いな い 「述 語 文 型 」 も

取Pあ げる こ と にす る・ こ こで 述 語 文 型 とい うの は,前 記 例 文(5)・(6)・

の の中の ソ ウダ ・マイ の よ うな文 末 表 現 を 中心 と した 文型 で,他 に カモ

シレナイ ・ニチ ガイ ナ イ ・ノ ダ ・ヨ ウ ダ ・ワ ケ ダな どが あ げ られ る.こ れ

らは,一 般 にr断 定 表 現 」 とかr推 量 表 現 」 とい うよ うな意 味 論 的 な名 称

で一ま とめ に論 じ られ る 広 義 の 「助 動 詞 群 」 で あ る が,そ の 意 味 的 類 似 性

による分類 とは別 に,そ の 中 に含 まれ る文 要 素 や そ れ 自身 の他 の文 要 素 へ

の承接 な どの構 文 論 的 な特 徴 に よ り,異 な った 分 類 が可 能 で あ ワ,ま た語

学教育の中 で文 型 と して扱 うと き には,他 の文 型 との組 み 合 わせ の可 能 性

を考える揚 合 な どに,そ の構 文 論 的 特徴 を知 って お く必 要 が あ る とい う考

えか ら・改 めて 分 析 の対 象 とした も の で あ る・ こ の述 語 文 型 と対 照 させ る

ため・ 従属 接 続 詞 句 を 中心 と した 文 型 を 「従 属 句 文 型 」 と 呼 ぶ こ と にす

る・前述 のナ ガ ラ1・2・ノデ ・カ ラな どが これ で あ る,従 属 句 文 型 と述 語 文

型以外の構 文 上 の要 素 類(副 詞 ・名 詞 と 助詞 の 結 合 句 な ど〉は,r句 成 分 」

として,文 型 との 関係 か ら レベ ル分 類 をほ ど こ して み た ・ そ の 際,南 論 文

で言及 の少 な か った 副 詞 の構 文 論 的 分類 の可 能 性 も 検 討 してみ た,先 に・

本論の分析 の結 果 を図 示 す る と,図aの よ うに な る凱

図aのAか らDま で の各 レベ ル の 文 要 素 は,ア ル フ ァベ ッ ト順 に構 文

論的 レペ ルが 高 くな って い き,よ り低 次 に属 す る要 素 は,よ り高 次 の要 素

の一部 とな る・一 方,よ り高 次 の レベ ル の要 素 は,基 本 的 に よ り低 次 レベ

ルの要素 の 中に は お さま らな い ・ これ を 従 属 句 文 型 同士 の関 係 で見 る と,

前述のナ ガ ラ1・ ナ ガ ラ翫 ノ デ ・カ ラ相 互 の 関係 とな る.述 語 文 型 同 士 の

_43_



従属句文型

。ナ ガ ラ1(平 行 断 続)

oツ ツ

。く連用 形 重 ね 形>

・一 テ(連 続 ・結 果)

垂宰ガ　 }欝
。く連用 形 中 止 法>

。ナ ノデ/ズ ニ

。ハ シ ナ イ デ/セ ズ

(二)
。クハ/デ ハ

。ナ ク(テ)/ア ラ ズ

(二)

。タ リ

エ ニ ・ホ カニ

テ(原 因 ・理 由・並

ズ一フワカ

一「

カ

デ

メ

ニ
モ

ウ

[
)

ノ

タ

ノ

ニ

p

o
ダ

o

o

。

o

Oノ 、

。タ ラ

。ナ ラ

ドケラモ霞

ラ

レ

カ

ケ

)

ガ

シ

モ

O

O

O

O

〆
〆

/

/

.

〆
/.

/

r!.
'

〆.

/.
/.

/

.

〆
'

/

述 語 文 型

/
,/

/
-

/〆
/

/
/'

1鍔粛騨
。 トコ ロ デ ・バ カ リ ダ

・
夕
せ

ず

タ
前
接

せ
ず

解

響

慕

搬
葛
葛
召

様

デ

一
パ

エ

ハ
イ

ダ

ロ

レ

ヲ

一一
モ

ウ

コ

。ナ ケ レバ ナ ラ ナイ

oザ ル ヲ エ ナイ

。ワ ケ ニ ハイ カ ナ イ

。Teモ イイ/カ マ

ワナ イ
。Teハ イ ケ ナイ/

ナ ラ ナイ
。Teホ シイ/モ ラ

イ タ イ

。ホ ウガ イイ

qツ モ リダ

。ホ ウガ イイ

qツ モ リダ

。ハ ズ ダ

。ニ チ ガ イナ イ

。ミタ イ ダ

。ヨ ウ ダ

oラ シ イ

Oカ モ シ レナ イ

。ノ ダ

。モ ノ ダ

qワ ケ ダ

qソ ウダ(伝 間)

。丁 寧 語

。ダ ロ ウ ・デ ア ロ ウ

Oマ イ

。ウ ・ヨ ウ(意 志 ・推 量)

・^ナ ァ ノヤ

oム ガ ・カ ァ ・カ ナ ァ ・カ

シ ラ ・ムカイ
。ゼ/ゾ

・モ ン ・モ ノ/ダ イ/ワ

。命 令 形/ウ ・ヨ ウ(勧 誘)

qナ イノ/マ セ ン(コ ト)ノ

!タ ラノ
。コ トダ/ナ

qツ フーノ、

。 ヨ!ネ

句 成 分

。格 成 分(主 格 を除 く)

D副 詞(ユ ッ ク リ,速

ク,キ ラ キ ラ ト,元 気
二/ト テ モ,ソ ウ トウ/

タ ップ リ,タ ンマ リ/

ダ ン ダ ン ニ,ニ ワ カ ニ

な ど)

A

レ

ベ

ル

・主 格 成 分

。補 充 成 分

。対 照 の ハ

。副 詞(ゼ ンブ,ス ツ カ

リ 〆タ ビ タ ビ,ト キ ド

キ/ス コ シ,カ ナ リ/

イ タ ッテ,キ ワ メテ/

アマ リ,カ ラキ シ,サ
ッパ リ/モ ッ トモ,イ

チバ ン/ト ウテ イ,完

全 二/ホ トン ド,オ オ

カタ な ど)

B

レ

ベ

ノレ

。提 題(ハ,ナ ラ,ダ ッ

タ ラ,ダ ガ,ッ テ,ト

ナル ト な ど)
O副 詞(ケ ッシテ,別 二

毛 頭/モ チ ロ ン,ア イ
ニ ク,サ イ ワイ,メ ズ

ラシ ク,ヤ ハ リ/タ ブ
ン,オ ソ ラ ク な ど)

C

レ

ベ

ル

。感 動 詞 ・間投 詞

。応 答 詞
。あ る種 の 文 間 接 続 詞

(ダ ッテ,シ カ シ,ト コ
ロデ な ど)

qよ ぴ か げ の名 詞 句

D

レ

ベ

ル

(図a)

_糾_



関係 で見 る と,例 文(10)・(11)の よ うにBレ ベ ル の 文 型 がCレ ベ ル の 文

型 の一部 に な る こ とは あ る が,そ の逆 は不 可 能 で あ る とい うこ とで あ る,

(10)メ モ ヲ トラ ナ ケ レバ ナ ラ ナ イ ノ ダ.

(11)メ モ ヲ トッタ ホ ウガイ イ ワ ケ ダ.

述語 文型 と従 属 句 文 型 の関 係 か ら見 る と,Bレ ベ ル の従 属 句 文 型 はBレ ベ

ルの述 語 文 型 を,Cレ ベ ル の 従 属 句 文 型 はB・C両 レベ ル の述 語 文 型 をそ

の一 部 にす る こ とが で き る が,Bレ ベ ル の従 属 句 文 型 内 にCレ ベ ル の述 語

文型 を いれ るわ け には いか な い と い うこ とに な る,例 文(12)・(13)・(15)

は文 法的 で,(1も は容 認 で きな い(*で 表 す)ゆ えん で あ る.

(12〉 メモ ヲ トッテ ハ イ ケナ イ ノ ニジ… ・甲
BB

(13〉 メ モ ヲ トッ テ ハ イ ケ ナ イ ケ レ ド,… …
　 　

(14)*メ モ ヲ トッ タ ソ ウ ダ ノ ニ,… …
C一・一一一B一・一…

(15)メ モ ヲ ト ッ タ ソ ウ ダ ケ レ ド,… …
CC

また,Dレ ベ ル の述 語 文 型 で あ る終 助 詞 句 は,B・Cレ ベ ル の ど ち らの 述

語文型 もそ の文 型 内 に含 む こ とが で き,同 じ レベ ル の従 属 句 が な い の で,

っねに文末 に位 置 す る文 要 素 で あ る・

句成 分 と文 型 との関 係 は,従 属 句文 型 と提 題 成 分 ・主 格成 分 との 関 係 で

すでに見 た よ うに,高 次 の レベ ル句 成 分 は,そ の作 用 が低 次 の レベ ル の 文

型内にお さま らな い.述 語 文 型 との関 係 も同様 で あ る.例 え ば,

(16)キ ミ,メ モ ハ モ ッ トキ レイ ニ書 イ タ ホ ウガ イ イ ヨ.

とい う文 で は,Dレ ベ ル の 「呼 び か け」 成 分 キ ミは,同 じ レペ ル の述 語 文

型ヨと呼応 す る が,Cレ ベ ル の 句成 分 メモ ハ の 作 用 が及 ぶ の はAレ ベ ル

の書ク とBレ ベ ル の タホ ウ ガイ イ ま で で あ り.,Dレ ベ ル の ヨに は提 題 の

作用は及 んで い な い,

同じ レベ ル の異 な る文 型 同 士 は,前 述 の ノ デ とナ ガ ラ2の よ うに並 列 に

なるか,次 の例 の よ うに一 方 が他 方 に含 まれ る関 係 に な る・

(17)聞 キ トッ タ単 語 ヲ忘 レル ト困 ル ノ デ メモ ヲ トッタ,
=BB

(18〉 メモ ヲ トラナ ケ レバ ナ ラナ イ ハ ズ ダ.
=目...、.・・BB
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BとCの レベ ル は,属 す る文 型 が 多 く,そ の 中 で ま た第2次 の分 類 が

で きる が,く わ し くは,次 節 に ゆ ず る,

II各 構 文 レベ ル の 内容 とそ の 検 討

図aのAか らDま で の 各 レベ ル の 文 要 素 同 士 の 関係 は,概 略 前 節 で述

べ た よ うな もの で あ る.以 下,'各 レベ ル ご とに も う少 し詳 し くそ の構 文 上

の特 徴 を検 討 して み よ う.

(i)Aレ ベ ル の文 要 素

この レペ ル の ナ ガ ラは,ナ ガ ラLの 方 で あ る、 く連 用 形 重 ね 形>と い うの

は,

(19)辞 書 ヲ ヒキ ヒキ英 語 ノ新 聞 ヲ読 ム,

とい う形 で あ る.ま た,一 テ(連 続 ・結 果)と い うの は,例 文(20〉 ・(21)の

よ うな もの で あ って,例 文(22)の よ うな一 テ は,Bレ ベ ル に 属 す る も ので

あ る.

(20)手 ヲア ゲテ 質 問 二答 エ ル ・

(21〉 机 ニ ヒ ジ ヲ ッイ テ 先 生 ノ話 ヲ聞 イ テ イ ル ・

(22)知 ラナ イ単 語 ガ多 クテ ワ カ リニ ク カ ッ タ・

述 語 に対 す る主 格 名 詞 句 は,こ の レベ ル に属 さ な い.例 え ば,

(23)弟 ガ テ}プ ヲ聞 キナ ガ ラ発 音 練 習 ヲ シ テ イ ル・

とい う文 で は,主 格 名 詞 旬 の 弟 ガ は 聞 クに対 して だ け 主格 な の で は な く,

ナ ガ ラ を越 え て練 習 シ テ イ ル に も主格 とな っ て い る.ま た,

(24)*弟 ガ テ ー プ ヲ聞 キナ ガ ラ姉 ガ発 音 練 習 ヲ シ テイ ル.

とい う文 は文 法 的 で な く,主 格 名詞 が ナ ガ ラ1文 型 内 に お さま らな い こ と

が わ か る.こ の こ とは,ツ ツ ・く連 用 形 重 ね形 〉・一 テ の各 文 型 で も同様 で

ある.

副詞 で 二 の レベ ル に お さま る もの は,そ の作 用 が否 定 ま で及 ば な い もの

で あ る,例 え ば,

(25)ユ ッ ク リ発 音 シナ イ ・
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(26〉 タ ップ リ練 習 シ ナ イ・,

では,ユ ック リとタ ップ リの作 用 はそ れ ぞ れ 発 音 スル ・練 習 スル の意 味 に

のみ及 んで お り,そ れ全 体 を ナ イ が 否 定 して い る、 した が って,(25〉 ・

(駈)はそれ ぞれ,く早 ク発 音 ス ル>・ 〈少 シダ ケ練 習 スル>の 意 味 に解 釈 で き

る.ま た,

(27)*Rノ 発 音 ハ トテ モ ム ズ カ シ クナ イ 、

(28〉*ダ ンダ ン ニ ワ カ ッテ コナ イ.

は塞認 で きない,以 上 の こ とか ら,こ れ らの 副 詞 は,構 文 上 否 定 が現 れ る

以前の レベル に属 す る もの と考 え られ る.

.最後 に,こ の レベ ル で は,述 語 に な り うる もの が,動 詞 ・形 容 詞}指 定

刷 ダ ・デアル〉の連用 形 だ け で あ って,従 属 句 文 型 の一 部 と同形 式 な ので

述語文型 を別 にた て る必要 が な い.

(避)Bレ ベ ル の文 要 素

Bレ ベル は,述 語 文 型 と従 属 句 文 型 にお い て,図aの 点 線 の上 部 グル ー

プと下線 グルー プ で,構 文 論上 の特 徴 が ち が って い る・ まず,下 部 グル ー

プの文型 は,ナ イ.・タ ・ナ カ ッタ をす べ て前 接 させ るこ とが で き る・ 一 方,

上部グループは,次 の よ うな構 文 論 的特 徴 を持 つ ものの集 合 で あ る.

① ナイ もタ も前 接 しな い もの=

*シ ナイペ キ ダ ・寧シ タ ソ ウダ(様 態)丘,

,② タが前 接 す る が ナ イ が 前 接 しない も の:シ タ トコ ・ダ ・*シ ナ ィ ト

マロダ

③ ナイ が前接 す る が タ が前 接 しな い もの=シ ナ イ ワ ケニ ハ イ カナ イ ・

寧シタ ワケニ ハ イ カナ イ
,シ ナ イ ナ ガ ラ ・*シ ナ カ ッタ ナ ガ ラ

また,上 部 グル ー プ の述 語 文 型 は下 部 グ ル ー プ の述 語 文 型 に ふ くま れ る

が,そ の逆 は不 可 能 で あ る・

スルベ キナ ノ カ目モ シ レナ イ ・*ス ル カモ シ レナ イベ キ ダ1シ ナ ケ レパ

イケナイ ラシ イ ・*ス1レ ラシ ケ レバ イ ケナ イ

次に,.句 成分 を見 て み よ う,主 格 名 詞 句 がBレ ベ ル の もの だ とい うこ と
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は,次 の例 文 が どん な形 で終 って も主 格 名 詞 句 がBレ ベ ル従 属 句 の外 へ 関

係 す る こ とが で き な い 二 とで わ か る,

(29)講 師 ガ来 ナ イ ノ デ ー…

(30)講 師 ガ来 ナ ケ レバ … …

(31)講 師 ガ来 ナ イ ニ モ カ カ ワ ラ ズ… …

補 充成 分 とい うの は,主 格 ・目的格 ・対 格 以 外 の名 詞 と格 助 詞 の結 合 句

で あ るが,こ れ ら も,主 格成 分 同 様 レベ ル の従 属 句 内 にお さま る・

(32)授 業 料 ハ!シ ヒぞ/隻 階 デ 払 ワ ズ,巴 デ/隻 階f払 ウベ キ ダ ソ ウダ ・

対 照 の ハ は,否 定 と共 起 す る関 係 で こ の レペ ル に属 す る,例 文(3)の 「聞

キ トル コ トハ デ キナ イ ナ ガ ラ」 のハ は対 照 のハ で あ る、 提 題 のハ は,Cレ

ベ ル に属 す る ので,対 比 のハ と構 文 上 の役 割 が ち が って い る・ 例 文(33)で

は,(3〉 と異 な り,ハ が提 題 成 分 と して思 ワナ イ ま で か か って い る・

(33)ス ベ テ ヲ聞 キ トル コ トハ デ キナ イ ノ デ ヤ ッテ ミ ヨ ウ トモ 思 ワ ナ

イ、

副 詞 で は,図aに あげ た よ うな もの が この レベ ル に属 す るが,す べ て の

副 詞 の作 用 が否 定 に及 んで い る点 で,Aレ ベ ル の副 詞 と異 な る・ 例 えば・

ワ カ ラナ イ とい う否 定 文 に ゼ ン プ ・トキ ドキ ・ス コ シ ・キ ワ メテ ・サ ッパ

リ ・モ ッ トモ ・完 全 二 ・ホ トン ドな どの 副詞 をつ けて み る と,こ れ らの副

詞 の作 用 は ワ カ ラナ イ全 体 に及 んで い る こ と が了解 され る・

な お,従 属 句文 型 内 の 〈連 用 形 中止 法>と い うのは,例 文(34)の よ うな

も ので,く 連 用 形 重 ね 形 〉 と異 な り,主 格 成 分 を含 む こ とが で き る・

(34)教 師 ガ発 音 シ,学 生 ガ マ ネテ繰 リ返 ス・

ま た,一 テ(原 因 ・理 由 ・並 列)と い うの は,例 文(22)の よ うな もの の他,

次 の よ うな もの を指 す ・

(35)有 気 音 ト無 気 音 ノ区 別 ガ ア ッテ,発 音 ガ ム ズ カ シ イ・(理 由)

(36〉 有 気 音 ト無 気 音 ノ 区別 ガ ア ツテ1母 音 ノ数 モ 多 イ・(並 列)

(iii)cレ ベ ル の文 要 素

Cレ ベ ル の述 語 文型 は,も っ ぱ ら表 現者 の主 体 的 な態 度 の表 出 に あず か
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るもので あ る,Bレ ベ ル ま で の述 語 文 型 に は,表 現 者 の 主観 的 な判 断 に か

かわる もの(ヨ ウダ ・ハ ズ ダ ・カモ シ レナ イ な ど)も あ るが,そ れ は あ くま

でも素材 の叙 述 を通 して 表現 され る もの で あ り,表 現者 の 態 度 そ の もの で

はない.こ の こ とは,Bレ ベ ル ま で の述 語 文 型 か ξ)は名 詞 修 飾 句 が つ く ら

れるが,Cレ ベ ル の述 語文 型 か らはで きな い とい う こ とか ら も明 らか で あ

る,

(37)宿 題 ヲ ヤ ラナ カ ッ タ ニチ ガ イナ イ学 生

〈38)宿 題 ヲヤ ラナ カ ッ タ ラ シイ学 生

(39)?～ 宿題 ヲヤ ラナ カ ッタ ダ ロ ウ学生

(勅)ホ 宿 題 ヲヤ ラナ カ ッ タノ デ ァ ル学 生

(39}は翻訳 文 な どに見 か け る 表 現 で あ るが,日 本 語 と して は不 自然 で あ る,

Eレ ペ ルの従 属 句 文 型 で,ノ デ な どもデ ア ・ ウ ・ダ ロ ウ を前接 した 形 で 現

われるこ と もあ るに は あ るが,推 量 のム ー ドが 構 文 上 の早 い レベ ル ヘ 混 入

した もの と見 るべ きか と思 う・事 実,否 定 と推 量 が一 体 とな く)たマ イ で は,

¢5〉のよ うな 名詞 修 飾 句 もノ デ ヘ の前 接 もお こ りえ な い・

敬語 も表現 者 の態 度 を表 す 文 要素 で あ るが,尊 敬 語 ・謙 譲 語 ・美 化 語 な

どが もっぱ ら素材 を 通 して の敬 語 で あ るの と違 い,丁 寧 語 は そ の ま ま相 手

に対する表 現者 の態 度 の 表 出 とな る点 が 異 な って い る・ そ の丁 寧 語 を もつ

迷語文型 はCレ ベ ル に属 す る もの と思 わ れ る.そ れ は,丁 寧 語 を 持 つ 述

蓄 を名詞修 飾 句 に し よ う とす る と,い さ さか 不 自然(あ るい は敬 語 過 剰 な)

ひびきが生 まれ る か らで あ る・(尋1)と(42)を 比較 され た い.

(41)会 話 講 座 ヲ持 ッテ イ ラ ッシ ャル 先 生 方

(42)会 話講 座 ヲ持 ッテ ィ ラ ッシ ャイ マ ス先 生 方

Cレ ベルの述語 文型 に は,こ の丁 寧 語 が 前 接 す る もの(図aの 点 線 下 部 グ

ループ)と しな い もの(同 上 部 グル ー プ)が ある,(43)か ら(舶)ま で の例 文

によって この事情 確 認 され た い.

{辱3)*コ ノ字 ハ ク メー ル文 字 デ ゴザ イ マ ス ソ ウデ ス・

(44)*コ ノ字 ハ ク メー ル 文 字 デ ハ ア リマ セ ン ノデ ス・
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(45)コ ノ字 ハ ク メ ール 文 字 デハ ア リマ スマ イ・

(舶)コ ノ字 ハ ク メ ー ル文 字 デ ゴザ イ マ シ ョ ウ・

従 属 句 文 型 は,推 量 を表 す 述 語 文 型 を含 む こ とが で き な い グ ル ー プ とで

き るグ ル ー プ とで,そ れ ぞ れ 点線 の 上 ・下 に 分 け られ る.

句 成 分 で は,提 題 のハ が こ の レベ ル に属 す る,助 詞 ハ の他 に も提 題 を表

す こ との で きる 句成 分 は,す べ て この レベ ル に属 す る と考 え られ る.

(47〉 和 独 辞典 ナ ラM出 版 ノ モ ノ ガイ イ ・

(49)和 独 辞 典 デ.スガ,M出 版 ノモ ノ ガ ヨ ・ シ イ カ ト存 ジ マ ス・

Cレ ベ ル の 副詞 は,Bレ ベ ル の もの と同様 否 定 に まで そ の作 用 が及 ぶ.

しか し,Bレ ベ ル の述 語 文 型 の否 定 が判 断 の根 拠 の 有無 や そ うい う判 断 を

生 み だす 状 況 の有 無 に 関す る もの で あ っ た の に対 し,Cレ ベ ル の述 語 文 型

ノ ダ ・モ ノ ダ ・ワ ケ ダ な どの否 定 形 は,推 論 の し方 ・論 理 の運 ぴ方 そ の も

の に対 す る否 定 で あ る5),Cレ ベ ル の副 詞 に は,こ の種 の 否 定 に ま で そ の

作 用 が及 ぶ も の が あ る、 た とえ ば,

(50)ケ ッシテ サ ッパ リワ カ ラナ カ ッタ カ ラ試 験 ヲ投 ゲ タ ワ ケ デ ハ ナ

イ.

とい う文 で は,Bレ ベ ル の 副詞 サ ッパ リが ワカ ラナ イ に作 用 して い る の に

対 し,同 じ否 定 の 副詞 で もCレ ベ ル の ケ ッ シテ は,〈 試 験 を投 げ た の は わ

か らな か っ た かち で お る>と い う推 論 の し方 そ の もの の否 定 に か か わ って

い る の で あ る・ モ チ ロン ・ヤハ リな どの 副詞 も同様 の作 用 を もつ 副詞 で あ

る・ こ の他 に,推 量 表 現 と呼 応 す る タ プ ンや オ ソ ラ ク な ど も,ダ ロ ウ ・マ

イ な どがCレ ベ ル に属 す るた め,同 じ レペ ル に あ る も の と考 え られ る・

(iv)Dレ ベ ル の文 要 素

Dレ ベ ル の 要 素 は,表 現 者 の心 理 的 過 程 を非 分 析 的 に表 出 す る要 素群 と

見 て よい・ この レベ ル の述 語 文 型 は,終 助 詞 を 巾心 とす る もの で あ り,こ

れ で 一 文 が完 成 す る た め,従 属 文 型 は存 在 しな い・ 図aの 終 助 詞 の分 類 は,

次 の よ うな もの で あ る,

点線..ヒ部 の始 め の4列 の もの は,そ れ に よ って表 され る表 現 者 の気 持 ち
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に対 して誰 か別 の人 の反 応 を期 待 しな い とい う点 で,次 の4列 の もの と意

味的に性格 を異 に す る・ 例 え ば,

151)捲 舌 音 ハ ム ズ カ シ イ ナ ア・

とい う文 は,表 現 者 が く捲 舌音 の発 音 が 容 易 で な い こ と>を 納 得 し た気 持

ちを表す もの で,こ の感 想 に対 して誰 か が答 えて くれ た りコ メ ン トをつ け

てくれ た りす る こ と を期 待 して い な い ・ 同 様 な こ とが例 文(52)の ふ た つ の

終助詞 につ い て も言 え る.

(52〉 コ レガ 「捲 舌 音 」 カイ ・ コ リャ,ム ズ カ シ イ ヤ・

同じカイで も,例 文(53)の もの は 疑 問 を表 して お り,誰 か に答 え を求 め る

とい う積極 的 な姿 勢 を表 して い る・

(53)「 捲 舌 音 」 テ ソ ン ナ ニ ム ズ カ シ イ ノ.カイ・

下の4列 の終 助 詞 群 は,疑 問 の ほ か依 頼 ・命 令 ・勧 誘 ・確 認 な ど,コ ミュ

ニケー シ ョ ン上 よ り積 極 的 な働 きか け の 作用 を持 つ もので あ る・ 上4列 の

終助詞 で下4列 の もの と同 じ よ うな用 法 を持 ち うる も の は,△ 印 をっ け て

ある,な お,点 線 下 に 置 い た ヨ と ネは,そ の他 の終 助 詞 の ほ とん どに後 接

できる とい う構 文 上 の 特徴 を持 つ ・

Dレ ベ ル の 句成 分 は,主 に 表現 者 とそ の 表 現 の受 け手 とが一 定 の コ ミュ

ニケーシ ョン関 係 に 入 るた め の こ とば で あ る・ 「一 定 の 関係 」 とは,「 自分

に対す る注 目の 喚 起 」<例 文(54)>・r特 定 の も の を 要 求 す る 訴 え 」 〈例 文

(55〉〉・「話題 の転 換 」 〈例 文(56)〉 ・「社 会 的人 問 関 係 の 確認 」 く例 文(56)〉

などであ る、

(54)先 生,質 問 ガア リマ ス・

(55〉 イ ン・ク消 茎イ!イ 」と 哲 塗1

(56〉 シ ヵ シ,A教 授 ハ ヨ ク本 ヲ出 シ マ スナ ・

(57)ド ゥモ ァ リーガ トウ・

以上の文 要 素 は ・ 表 現 者 が 受 け手 と の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン に入 る き っ か け

となる もの で あ るか ら,当 然 なが ら文 頭 に置 かれ る か,も し くは それ だ け

で一文 を なす.一 方,Dレ ベ ル の述 語 文 型 を な す終 助 詞 は,文 末 に 置 か れ,
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表 現 者 が伝 達 内 容 に関 して どの よ うな 気 持 ち を いだ き,あ る いは 受 け手 に

ど の よ うに して ほ しいか を示 す こ と に よ っ て文 を完 結 させ る の で あ る・ し

た が って,伝 達 内容 が既 知 の もの で あれ ば,Dレ ベ ル の文 要 素 の み で文 が

成 り立 つ,

(58)先 生,ネ ッ1(前 二 陳情 シ タ期 末 テ ス ト廃 止 ノ 件 ヲ想 起 シ,善 処

サ レタシ)

な お,(58)を()内 の内 容 を持 っ も の と して理 解 させ る た め に は,話 しか

け る 際 の語 調 や 表 情 な どに特 別 の工 夫 を す る の が 効 果 的 で あ る・ 「構 文 上

の 」 とい うわ くをは ず して,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン機 能 全 体 と して 考 えれ ば,

この よ うな音 声 的 特 徴 や 非 言 語 要 素 も,Dレ ベ ル の要 素 と考 え られ る、

(v)構 文 論 的 レベ ル に よる 文 構 造 の モ デ ル

以上,図a全 体 の解 説 を して き た が,図aは 要 素 の レベ ル別 の 表 で あ る

た め,実 際 に言 語 と して の文 が書 かれ,話 され る とき の構 造 を 明確 に して

は い な い,図aの 内 容 を,「 表記 され,発 話 され る一 文 の 構 造 」 とい う形

で 図示 す る と図bの よ うに な る,

Dレ ベ ル・

Cレ ベ,Ψ

Bレ ベ 、レ

Aレ ベ ル

図b

例 文(58)を この モ デ ル に あ て は め て み る と,図cの よ うに な る・

例 文(58)は,Dレ ベ ル の 要 素 だ け で 文 が 成 りた って い る が,句 成 分 「先

生!」 と述 語 文 型 「ネ!!」 の 間 にA-Cレ ベ ル の文 型 ・文 成 分 に よgて うめ

られ る べ き情 報 内容(例 えば ・ 要 請 に応 じて 試 験 を しな い とい うこ と)が 包

み こま れ て い る・ 図Cで この よ うな 事 情 が視 覚 的 に も 明 示 で き る・ 次 に,

例 文(1)を こ のモ デル に あて は めて み る と,図dの よ うにな る・
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Dレ ベ ル

Cレ ベルo

先生,

Bレ ベ ルO

Aレ ベ ルO ネll

図c

Dレ ベ ル

Cレ ベ ル

Bレ ベ ル(

学
生
タ
チ
ハ
)

Aレ ペ ル

メモ ヲ ト リナ ガ ラ

聞 キ取 り試 験 ヲ受 ケ

Aレ ベ ル

タ ノデ,ヨ クデ キ タ

(

ノ

ダ
ロ

ウ
V

図d

ここでは,Cレ ベ ル の 要 素 とDレ ベ ル の要 素 が登 場 しな い,右 側 の文 が,

ヨクデキ タノ ダ ロ ウ とい うよ うに推 定 の形 でお われ ば,ノ ダ ・ ウの部 分 が

Cレ ベ ル の述 語 文 型 と して書 き こ まれ る し,学 生 タ チハ とい う提 題 を加 え

れば,こ れ もCレ ・ベ ル の句 成 分 と して 書 き こま れ る,Dレ ベ ル の 述 語 文

型は,終 助 詞 とい う形 で は現 れ な い が,こ の文 が句 点 を もっ て完 結 す る文

であれ ば,発 話 の際 に は下 降 調 の語 調 が表 れ る は ず で あ り,こ の よ うな語

調は,図dにDレ ベ ル の要 素 と して 矢 印 で 示 した よ うに 書 き こ め る で あ

ろう.こ の よ うに 図aに 分 類 され た構 文論 上 の各 レベ ル の 要 素 が ・実 際 に

表記 され,発 話 され る場 合 は,Dレ ベ ル の句 成 分 を コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン出

発の合 図 と し,Cレ ベ ル の句 成 分 一Bレ ベ ル の 句成 分 一Aレ ベ ル の句 成 分 一

Aレ ベ ル の文 型 一Bレ ベ ル の 文 型一Cレ ベ ル の文 型 とい う順 で 並 び,Dレ ベ

ルの述 語文 型 に よ っ て,線 上 に並 ん だ構 文 要 素 列 の最 終 点,お よび ひ とっ

のコミュ ニ ケー シ ョン単 位 の終 結 を示 す の で あ る・ 高 次 の レベ ル の要 素 が
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低 次 の レベ ル の ものを 包 み こ ん で い く 日本 語 の文 構 造 の特 徴 は,図bの よ

うな モ デ ル で視 覚 化 され うる と思 う。

互V構 文 レベル 分 析 と躇 学 教 育

図aの 表 と図bの モ デ ル に よ って示 され た 日本 語 の 構 文 要素 の 分 析 が

語学 教 育 の観 点 か ら見 て示 唆 に 富 む とい うの は,ど の よ うな点 に つ い て で

あ ろ うか・ 筆 者 は,お お む ね次 の二 点 に つ い て で あ ろ う と考 え る・ そ の 第

一 点 は ,す な わ ち,日 本 語 の構 文 は低 次 レベ ル の 文型 と句成 分 を高 次 レベ

ル の文 型 と句 成 分 が は さみ こみ,包 み こむ形 を な して い る の で,図bで 表

され る構 文 モ デ ル が頭 に描 かれ る よ うな教 授 法 が 自然 な 日本 語 文 の生 成 を

可能 にす る,と い う点 で あ る・ 例 え ば,多 くの 周本 語 教 科 書 の第 一 課 の 単

元 で あ る 「一ハ ー デ ス・」 とい う文型 がCレ ベ ル の もの で あ る こ とが 理 解

され れ ば,

(59)父 ハ 日本 人 デ,会 社 員 デ,今 パ リニ住 ン デ イ マ ス・

とい う文 の読 点 の あ とに,「 父 ハ 」 を繰 り返 さな くて も よい こ とも 理 解 し

や す くな る・ ま た,そ れ に よ って・ 先 の 単元 に進 ん だ と き,Bレ ベ ルg従

属 句 文 型 内 の主 格 成 分(～ ガ〉とハ 提 題(酎 ハ)の 機 能 の違 い も理 解 しや す く

な る・ 「解ハ ー デ ス・」 の 導 入 の 段 階 で,こ の文 型 の構 文 的 レベ ル を理 解 さ

せ る た め に は,そ の前 の段 階 で,オ リエ ン テ ー シ ョン と して 目本 語 の構 造

を簡 単 に紹 介 してお くの が便 利 で あ る・ あ る い は,導 入 の 際,図eの よ う

なモ デル を使 っ て,単 語 が文 に変 換 され る とき の構 文 レベ ル の決 定 の過 程

わ た しは わたし 学生

わたし 日本人

で す.

図e
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を示 す こ とに して も よい・ 具 体 的 な 導入 方 法 に つ い て は,な お 研 究 の 余 地

があろ う.

第二 の点 は,単 元 の グ ル ー プ分 け と提 出順 に つ い て の 点 で あ る・ い くつ

かの文 型 を一 つ の 同 じ意 味 カ テ ゴ リー の 単元 に ま とめ て 提 出 す る 方 法 で

は,文 型 間 の構 文 的 特 徴 の差 異 が 学 習 で き な い・ 例 えば,「 原 因 ・理 由 の

表現」 を学 習 す る単 元 で,ノ デ もカ ラ と同 時 に教 え て しま う と,学 生 が

(60)雨 ガ フル デ シ ョ ウノ デ カ サ ヲ持 ッテ イ ッテ ク ダ サ イ.

、とい う誤 用 をお こ な うお そ れ が生 ず る、 デ シ ョ ウ が ノ デ よ り 高 次 の要 素

で,同 じレベ ル の カ ラ を使 わ な い と理 由 の文 型 内 に お さま らな い とい う構

文輪的特 徴 が わ か っ て い な い た め で あ る・ また,「 否 定 と副詞 」 とい う単

元でア マ リと ケ ッ シテ を同 時 に あつ か うこ とも文 構 造 を正 し く理 解 させ る

うえで危 険 で あ る.た と え ば,

(61〉 ア マ リ行 キ タ クナ イ ・

(62)ケ ッ シテ行 キ タ クナ イ ・

の例文 で は,ふ た つ の 副 詞 は と もに,行 キ タイ の 否 定 と呼 応 してお り,否

定の強 さが 強 い か弱 い か の差 しか な い が,

(61)〆 ア マ リ行 キ タ クナ イ ノ デ ハ ナ イ,

(62〉'ヶ ッシ テ行 キ タク ナ イ ノ デ ハ ナ イ ・

では事 情 が異 な る,す な わ ち,ア マ リはCレ ベ ル の 文 型 ノ デ ハ ナ イ の内 側

に と りこ まれ,行 キ タ ク ナ イ に しか作 用 を及 ぽ さな い の に対 し,ケ ッ シテ

はCレ ベ ル の副 詞 で あ る た め・行 キ タク ナ イ に もノ デ ハ ナ イ に も作用 し う

るので あ る、 したが ワ て,(61yは,〈 ア マ リ行 キ タク ナ イ と解 釈 す るの は

正 しくな い・む し ろ,全 く行 き た くな い>と 解 釈 で きる の み で あ るが,(62γ

は,〈 ケ ッシ テ行 キ タ クナ イ と 解 釈 す る の は 正 し くな い・ 少 シ ハ行 キ タ イ

と考 え て よ い>と い う解 釈 と,・(行 キ タ クナ イ とい う 断 定 は全 く 正 し くな

い.他 の事 情 の た め行 キ タイ と明 言 で き な い の だ〉 とい う解 釈 の両 方 が成

り立つ ・ こ の区別 は,構 文 論 的 にふ たつ の副 詞 が異 な る レベ ル に属 す る た

めで,否 定 性 の強 弱 とい う意 味 的 差 異 だ け で は説 明 がっ か な い・ した が っ
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て,ア マ リとケ ッシ テ の構 文 論 的 特 徴 を学 習 しな い学 生 は,(61)と(62)と

(61)'の 解 釈 は正 し くで きて も,(62γ の解 釈 が完 全 で な くな る お それ が あ

る,

この よ うに,意 味 特徴 と して は 同 じ部 分 を共 有 す る文 型 や 句 成 分 で も異

な る構 文 レベ ル に属 す る こ とが あ る,と い うこ とを教 え る た め に は,低 次

の レベ ル に属 す る文 要 素 ほ ど,早 い 単 元 で 与 えて お く とい う提 出 順 序 を設

定す るこ とが必 要 で あ る・ ノ デ とカ ラな らぱ,ノ デ を カ ラ よ り早 く提 出 し

た方 が よ い とい うこ とで あ る・ ま ず,Bレ ベ ル の文 型 ・句 成 分 を ノ デ と組

み 合 わせ て 文 型 練 習 を し,次 にCレ ベ ル の述 語 文 型 を 一 通 り導 入 して か

ら,カ ラの よ うなCレ ベ ル 従 属 文 型 を教 え る のが よい.ま た,方 ラ とノ

デ を同 じ単 元 で扱 うよ り,構 文 的 レベ ル が 等 し く意 味 的 に対 立 す る ケ レ ド

とカ ラ,ノ デ とノ ニ をそ れ ぞ れ 一括 して 扱 った 方 が よ い.

否 定 の 副 詞 に つ い て 言 え ば,ア マ リは 最初 に 否 定 が で て くる と き,つ ま

り動 詞 ・形 容 詞 ・コ ピュ ラの否 定形 と と もに 導 入 し,ケ ッ シテ は ノ ダ ・ワ

ケ ダ な どの否 定 形 と と もに,ア マ リよ りず っ と後 に導 入 し,そ れ ぞ れ 「ア

マ リ～ナ イ ・」・「ケ ッ シテ ～ ノ デハ ナ イ・」 とい うよ うな 文 型 と して 教 え る

べ き で あ る,ケ ッシ テ の否 定 の 作用 がCレ ベ ル 以 下 の 文 型 に及 ぶ こ と も,

ケ ッシテ 導 入 の時 点 で初 め て紹 介 す る の が よい と思 う・

以 上,本 論 の 文 構 造 分 析 が 語 学 教 育 に示 唆 を与 え る点 を 検 討 して き た

が ・ ど ち らの 点 も構 文 論 的 特 徴 に よ る 「カテ ゴ リー認 知 」 の有 利 な面 を指

摘 した もの で ある・ 人 間 が もの を学 習 す る と きに は ・ 新 しい情 報 が 匿 知 の

どの カ テ ゴ リー 下 に 入 る か を認 知 す る必 要 が あ る・ 語 学教 育 の 場 合,「 新

しい情 報 」 とは,新 出 の単 藷 や 文 型 で あ る が,そ れ を ひ とっ の カテ ゴ リー

の下 に お さめ よ う とす る とき,ま ず 意 味 的 な カテ ゴ リー 認 知 が必 要 で あ る.

例 え ば,イ ヌ は 「動 物 」(あ る い は"+animate")と い う カテ ゴ リー に,

ヤ マ は 「非 動 物 」(あ るい は"一animate")と い うカテ ゴ リー に それ ぞれ

含 まれ る と正 し く認 知 され る こ と は,ど ち らが 動 詞 イル の主 格 成 分 に な り

う るか,と い う問 題 の解 決 に 是 非 と も必 要 だか らで あ る,し か し,ノ デ と
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カラ,お よび 否 定 の副 詞 につ い て検 討 した とお り,構 文 的 レベ ル の差 をひ

とっの カテ ゴ リー 認 知 の規 準 に して お く こ と もあ わせ て必 要 で あ る・ 日本

語教育用 の教 材 は,こ の意 味 的 カ テ ゴ リー と構 文 的 カテ ゴ リー を学 生 に 自

然に習得 させ る よ う構 成 され て い る の が望 ま しい と思 わ れ る・ この よ うな

教材の導入 ・文型練習 ・文法解説などが具体的にどのような構成のものに

なるかは,な お 時 問 をか けて 検 討 しな けれ ば な らな い問 題 で あ る・ 本 論 の

理論的枠組の妥当性の検証 とともに,筆 者の今後の教育実践上の課題にな

るで あ ろ う.

(本文注〉

1)「 文型」 とは,語 が文 をなす ときの配置形式 をいい,一 般的 には,「主語 ・述

語 ・目的語な どを 『一一・ガー一 ヲー… スル』 の よ うな形 で示す構造上 の文型 と,文

未形式で示 され る 「表現意図上の文型」(『国語学研究事典』p,178「 文型」の頁)の

ふたっの側面か らと らえ られ,研 究 されてきてい る・本 論 では,「文型」 を「表現 意

図上の文型」 としてあつ か うが,そ の際,文 未形式で しめされる表現意図 だけでな

く,従属接続 詞句 によって まとめられ る表現意図 もあわせ てあつ か うことにす る・

2)〈 参考文献>の 項参照,

3)本 論で分析の対 象 とした ものは,従 属文 を形成 す る 構文的要素 まで である.

いわめる文間接 続詞(シ カシ ・ソシテ ・サ ラニな ど)は,構 文論的 な規則 とは別種類'

の 「論旨の展開」 とで もい うべき結合法則に よって文相互 をむすびつ けてお り,そ

の分類 には別の検討 を必要 とす ると考え られ るため本論の検討の対象外 とした・ ま

た,「副詞」 には,形 容詞 ・形容動 詞の 連 用形(メ ズ ラシク ・完全 二な ど)や 量的

慨念を表 わす名詞(ゼ ンブな ど)の 連用修飾 的用法 も ふ くめて かんがえ ることとす

る,

4)様 態の ソウダには,オ モシ ロクナサ ソウダのよ うにナイが前接す る場合 もあ

る・ただ し,ナ イの形 にな らず ナサの形 にな ってい るところに特 徴があ る・ この形

式上の意味の差については,な お考 えてみ たい・前接 の否 定が動 詞の場合 は,シ ナ

(サ)ソウダよ りは,シ ソウデ(二)ナ イの方が普通 であろ う.

5)「 否定」 そのものに も意味的 に レベル差がある ように思われ る・ く参考文 献>

の寺村198D参 照、

く参考文献 〉(著者 ・編者名 の五十音順〉

国際交流 基金1980『 文 法II助 動詞 を中心 と して』(く教師用 日本語教育 ハ ン ド

ブック ④>・ 国際交流基金)
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